
 

 

吉舎町 人口の動き 

人口:3、596人(-13人 先月比) 世帯数:1、674世帯(-9)  

男:1、674人 女:1、922人  (令和2年8月31日現在) 

（8月届出新生児 0人）  高齢化率(65歳以上) 47.3% 

2020（令和2）年 9月１０日発行 

みんなで創る 吉舎町の情報誌  第１３8号 ホームページ http://kisajichi.com E-mail : kisa-ji�-r@p1.pionet.ne.jp 

1  まるごときんさい No138  

『(仮称)吉舎町拠点施設』 

愛称 

に決定しました！ 
 今年11月予定の「(仮称)吉舎町拠点施設」の完成にあたり、愛称を募集しました。5月11日から6月30
日の間で121通の応募がありました。選考委員による審査をし、その中から吉舎町徳市の郷原勤さんの
「よっしゃ吉舎」に決まりました。 
 新しい魅力が感じられる場、より便利なサービスを提供する場として、ふれあいを感じられる吉舎町
の住民の拠点としてふさわしいピッタリの愛称です。   
 この愛称は、施設の入口横の施設プレートや道路
案内看板などにも使用されます。 
 
※選考委員 
平岡  誠 吉舎町(よきやどり)まちづくり検討委員長 
佐藤 政和 三次広域商工会吉舎支所 
有光 七重 三次市立図書館館長 
緒方 翔  オープニング企画委員会 
伊達 浩史 三次市吉舎支所長 
畑中 浩幸 吉舎町自治振興連合会事務局長 

「よっしゃ吉舎」のロゴは、やどりデザインの岩崎吉剛
さんにお願いしてデザインいただきました。 

選考模様 

ホール前ロビー 玄関前 
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 愛称の「よっしゃ吉舎」は、吉舎町拠点施設全体の名称です。施設内には、「三次市吉舎支所」、「吉舎図
書館」、「放課後児童クラブ」、そして吉舎町自治振興連合会が指定管理者として管理する「三次市吉舎交流
拠点施設」があります。また施設に入る、三次広域商工会吉舎支所、シルバー人材センターは、三次市吉舎支
所管理スペースになります。 
 １０月頃より吉舎生涯学習センターは引っ越しの準備に入ります。学習センターの一般利用は１０月１８日
までとします。また、新施設「よっしゃ吉舎」の一般利用開始は、１１月１６日からとなります。 
 三次市吉舎支所の業務は１１月６日まで老人福祉センターで行い、１１月９日より新施設「よっしゃ吉舎」
での業務開始予定です。 
 １１月より第２期工事の駐車場整備が始まります。最初は、三次広域商工会吉舎支所、吉舎老人福祉センター
の解体から行われ、吉舎生涯学習センターの解体は来年４月からとなります。(全体の完成は来年８月予定です) 

自治連事務所 

三次市吉舎支所 
図書館 

三次広域商工会 

吉舎支所 

北側 

出入口 

シルバー人材センター 

吉舎放課後児童クラブ 

吉舎ロータリークラブ 

民生委員児童委員協議会・老人クラブ連合会 

青少年育成吉舎町民会議などのロッカー場所 

出入口 

エレベーター 

エレベーター 

正面 

吉舎町自治振興連合会 

管理区分 

（畑中 浩幸） 



 

（
畑

中
 

浩
幸

）
 

  きさ まるごと日程表      2020年9月13日～2020年10月11日 

 9月13日(日)   敷地地区敬老会(記念品配布)  敷地コミュニティセンター  

 9月20日(日)    中四字地区敬老会(記念品配布)  中四字コミュニティセンター 

 9月20日(日)   八幡地区敬老会(記念品配布)  八幡コミュニティセンター 

 9月21日(祝)    安田地区敬老会(記念品配布)  安田コミュニティセンター 

 9月21日(祝) 10:00～  吉舎地区敬老会(米寿式典、記念品配布)  吉舎保健センター 

 10月11日(日)    徳市地区敬老会(記念品配布)  吉舎徳市自治交流センター 
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農作業は十分注意して

怪我をしないように            

作業しましょう！ 

農作業中の事故が増えていま

す。特に草刈機の事故が発生

しています。機械の取り扱い

には十分注意し、事故のない

ようにしましよう。 

 

きさ楽生塾について 

楽生塾の延期をお知らせしていましたが、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため、今年度の開催は中止とします。 

施設利用場所、施設
利用時間、利用料な
ど来月のまるごとき
んさいで掲載いたし
ます。 

吉
舎

町
(
よ

き
や

ど
り

)
ま

ち
づ

く
り

検
討

委

員
会

で
は
、
オ

ー
プ

ン
企

画
実

行
委

員
会

を
立

ち
上

げ
、
新

し
い

拠
点

施
設
「
よ

っ
し

ゃ
吉

舎
」
を

み
ん

な
で

祝
お

う
と
、
落

成
イ

ベ
ン

ト

を
計

画
中

で
す
。
ご

承
知

の
通

り
、
現

時
点

で

は
、
コ

ロ
ナ

禍
で

イ
ベ

ン
ト

の
内

容
も

確
定

で

き
な

い
状

況
で

す
。
決

ま
り

次
第
、
皆

さ
ま

に

は
お

知
ら

せ
い

た
し

ま
す
。
よ

ろ
し

く
お

願

い
し
ま
す
。
 

現
在
の
予
定
を
掲
載
し
て
お
き
ま
す
。
 

 
落

成
イ

ベ
ン

ト
 11月１日(日)  

落成式(三次市主催) 

★愛称表彰式・★施設内覧会 

11月15日(日)  

★落成記念イベント 
   ★印は吉舎町(よきやどり)まちづくり検討委員会の主催イベントです。 

吉舎町自治振興連合会の事務局募集 

○募集人員 １名 

○基 本 給 12万円（通勤手当あり） 

○勤務時間  午前10時～午後５時15分 

○期  間 令和２年10月１日～３年３月31日    

○応募資格 吉舎町内に在住し、パソコン（エ     

      クセル･ワード等）ができる人 

○業  務 自治活動の企画、立案及び推進、 

      会計事務、施設管理等 

○社会保険等 原則として健康保険、雇用保険、   

       厚生年金保険に加入 

〇勤務地  八幡コミュニティセンター 

      吉舎町丸田256 

○申し込み･問い合わせ先 

 令和２年９月25日までに、履歴書を下記あてに 

 提出してください。 

 吉舎町自治振興連合会 事務局 

 〒７２９-４２１１ 

 吉舎町吉舎７１８-１ 電話 0824-43-7272 



 

（
小

森
 

美
咲

）
 

（
岡

本
 

伸
三

）
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（
平

末
 

正
巳

）
 

男
の

料
理

教
室

開
催

！
 

８
月

23日
（
日
）
朝

８
時

か
ら

吉
舎

公
園

管
理

作
業

を

行
い
ま
し
た
。
 

８
月

は
強

い
陽

射
し

で
大

変
な

環
境

で
す

が
、
幸

い
今

回

は
曇

り
模

様
の

中
、

22名
の

参
加

を
頂

き
、
草

刈
り
、
草

集
め
等
の
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

暑
い

中
、
ご

参
加

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
次
回
は
９
月

20日
(
日
）
朝
８
時
か
ら
で
す
。
 

吉
舎

公
園

整
備

活
動

 

 
８

月
６

日
（
木
）
ナ

イ
タ

ー

照
明

の
中
、
待

ち
に

待
っ

た
グ

ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ

ル
フ

大
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
 

 
７

月
初

旬
の

開
催

予
定

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
と

天
候

不
順
の

せ

い
で

延
期
。
『
オ

イ
オ

イ
草

が

伸
び

と
る

よ
ね

～
』
と

い
う

ご

近
所

の
心

配
の

声
の

中
、
グ

ラ

ウ
ン

ド
の

除
草

整
地

作
業
を

数

日
前

に
テ

キ
パ

キ
終

え
、
楽

し

み
ま

し
ょ

う
や

と
誘

い
あ
っ

た

初
心

者
や

愛
好

会
の

方
々

が

カ
ー

プ
の

ナ
イ

タ
ー

中
継

を
彷

彿
さ

せ
る

照
明

を
浴

び
ゲ

ー

ム
開
始
！
 

「
カ

ー
ン
！
」
響

き
良

く
打

た
れ

た
球

が
ゲ

ー
ト

を
目

指

す
。
〝
惜

し
い
！
も

う
ち

ょ
っ

と
じ

ゃ
ね
！
い

け
ん

飛
び

す

ぎ
た
！
あ

り
ゃ

り
ゃ
！
す

か
じ

ゃ

ね
！
〟
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

声
が

飛

び
交

う
試

合
。
夢

の
よ

う
な

時
間

が
過

ぎ
、
拍

手
で

お
互

い
の

健
闘

を
称
え
表
彰
式
。
 

こ
れ

を
機

会
に
、
グ

ラ
ウ

ン

ド
・
ゴ

ル
フ

へ
区

民
の

皆
さ

ん
が

多
く

参
加

し
ゆ

っ
く

り
楽

し
め

れ

ば
な

ぁ
と
思

い
ま

し
た
。
次

の
開

催
で
、
元
気
に
会
い
ま
し
ょ
う
！
 

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
ゴ

ル
フ

大
会

 
８

月

25日
（
火
）
男
性
料

理
教
室

が
開

か
れ

ま
し

た
。

今

月
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
高
菜
・
ち

り
め

ん
じ

ゃ
こ

と
卵

の

チ
ャ

ー
ハ

ン
、
オ
ク

ラ
と

は
ん
ぺ

ん
の
ス

ー
プ
、
ジ
ャ
ガ

イ

モ
の
チ

ー
ズ
ガ
レ
ッ

ト
の
３
品

で
す
。
レ
シ
ピ

を
参
考

に
手

分
け

を
し

て
、
材
料

を
切

り
刻

み
、
サ
ッ

と
準
備

を
し

た
ら

火
通

し
に
。
炒

め
、
焼

き
、
煮

て
今

回
も

美
味

し
く

出
来

上

が
り
ま
し
た
。
 

食
事

会
も
以

前
の

よ
う

に
賑

や
か

に
で

き
ま

せ
ん

が
、
参

加
者
は
月
一
度
の
教
室
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
 



 

（
佐
藤

 
明
宏

）
 

（
中
倉

 
政
子

）
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区
内

一
斉

清
掃

 

敷
地
自
治
振
興

会
で

は
８

月
２

日
（
日
）
８

時
か

ら
区

内

一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
 

当
日

は
早

朝
暑

い
中
、
コ

ロ
ナ

と
熱

中
症
対
策

を
し

な
が

ら

22地
区
に
別
れ
て
行
い
ま
し
た
。
 

年
２

回
（
８

月
・
３

月
）
の
清
掃

で
す

が
、
毎

回
た

く
さ

ん
の

ゴ
ミ

が
出

ま
す
、
我

々
の

地
域

が
少

し
で

も
綺
麗

に
な

る
事
を
願
っ
て
精
を
出
し
ま
し
た
。
 

（
佐
野

 
悦
子

）
 

八
幡

大
正

琴
ク

ラ
ブ

 

コ
ロ

ナ
禍

で
活
動
自
粛

を
経

て
、
６

月
か

ら
練
習

を
再

開

し
て

い
ま

す
。
残
念

な
が

ら
発

表
会

は
中
止

に
な

り
ま

し
た

が
弾
け
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
る
こ
と
は
喜
び
で
す
。
 

頭
と

手
指

が
う

ま
く
連
動

せ
ず
〝
あ

れ
〟
〝
あ

は
〟
と

な

り
ま

す
が
、
混
乱

す
る

こ
と

は
脳

の
活
性
化

に
繋

が
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。
コ

ロ
ナ

と
猛

暑
に
負

け
ず

に
頑
張

っ
て

い
ま

す
。
 

39年
親

し
ま

れ
た
徳
市

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

集
会

所
、

32年

の
歴
史

を
閉

じ
た
徳
市

地
区
転

作
作
物

加
工

等
研
修

施
設

が
、
取
り
壊
さ
れ
更
地
に
な
り
ま
し
た
。
 

ど
ち

ら
も
徳
市

に
と

っ
て

は
地
域

の
拠

点
と

な
っ

た
施

設

で
す
。
特

に
加
工

所
で

は
、
徳
市
自
慢

の
か

し
わ
餅

を
平

成

29年
度
ま
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

お
盆

前
、
こ

の
か

し
わ
餅

に
つ

い
て

吉
舎
徳
市
自
治

交
流

セ
ン

タ
ー

へ
電
話

が
あ

り
ま

し
た
。
広
島

か
ら
甲
山

へ
帰
省

さ
れ

る
方

で
し

た
が
、
徳
市

の
か

し
わ
餅

を
思

い
出

さ
れ

て

の
電
話
で
し
た
。
 

事
情

を
お
話

し
す

る
と
、
と

て
も
残
念

が
っ

て
お

ら
れ
、

私
も

し
ば

ら
く
食

し
て

い
な

い
か

し
わ
餅

を
、
も

う
一
度
食

べ
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
内
外

で
好
評

で
あ

っ
た

愛
情

こ
も

っ
た

か
し
わ
餅
、
今

は
施
設
と
共
に
幻
と
な
り
ま
し
た
。
 

思
い

出
多

き
施

設
が
無

く
な

る
の

も
さ

み
し

い
も

の
で

す

ね
。
 

更
地

に
な

っ
た

二
つ

の
施

設
 



 

 今年も、「秋の全国交通安全運動」が実施されます。 

 日頃の交通安全意識を見直す機会にしましょう。特に、横断歩道における歩行者

の優先を徹底しましょう！ 

 

◆ 運動の実施期間 令和２年９月２１日(月)～９月３０日(水) 

 

◆ 交通事故死ゼロを目指す日 令和２年９月３０日（水） 

 

◆ 運動の重点目標 

  １．子供を始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保 

  ２．高齢運転者等の安全運転の励行 

  ３．夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止          

電 話︓４３-３１１１  Ｆａｘ︓４３-３０６２ 
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 今年、「国勢調査２０２０」が実施されます。 

 国勢調査は、日本国内に住むすべての人と世帯を対象とする、国

の最も重要な統計調査で、統計法という法律に基づいて、５年に一度

実施されます。 

 第１回調査は大正９年に行われ、今回の調査は２１回目に当たり、実

施１００年の節目を迎えます。  

 「日本に住む人や世帯」について実態を把握することで、生活環境の

改善や防災計画など、私たちの生活に欠かせない様々な施策に役立

てられる大切な調査です。 みなさんのご協力をお願いします。 

 

 ◆ ９月中旬から国勢調査員が各世帯を訪問します。 

  国勢調査員が各世帯を訪問し調査票を配付します。 

  回答者の負担軽減や、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、郵送やオンラインでの回答を推

奨しています。パソコン、スマートフォンでの回答も可能ですので、ぜひご利用ください。 

 

 ◆ 調査事項 

  令和２年１０月１日現在における、各世帯の「世帯員の数」、「男女の別」、「出生の年月」、「配偶の関

係」、「就業状態」、「仕事の種類（職業）」など、全１６項目について回答をお願いします。 

 

   ※ご注意ください！※ 

  預貯金・収入・年金情報は調査事項に含まれませんので、「かたり調査」にご注意ください。 

  国勢調査員は、総務省が交付する調査員証を携行しています。 

  不信な訪問については、警察や市役所にお問合せください。 

今年は「国勢調査」実施の年です 

令和２年秋の全国交通安全運動が行われます！ 



 

（
問
）
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ 

 
 

 

吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館 

 
 

 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
４
‐４
３
‐２
２
３
１ 
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＊今月の１冊＊ 
【児童書】  
  「タコとイカはどうちがう？」  
 峯水 亮／写真  池田 菜津美／文 

 杉本 親要／監修  ポプラ社 

仮移転中、しばらくの間おやすみです。 

★ おはなし広場 ★ 

 恒例の「古本リサイクル市」を開催します。今回

も保存切れの雑誌や文庫、一般書などみなさまか

ら寄付していただいた本が多数あります。 

  

 ～ご協力とお願い～ 

 今回は、全ての本を開始同時には出しませ

ん。 “密”を避けるためにもご理解をお願いい

たします。また、来館時にはマスクの着用をご協

力ください。 

《
《
吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館
》》 

「
懐
か
し
き
戦
前
の
絵
葉
書
展 

 
 

 
 

 
 

 
 

-

平
和
の
願
い-

」 

 

三
次
市
在
住
の
写
真
愛
好
家 

田
森
孝

仁
さ
ん
が
所
蔵
す
る
写
真
絵
葉
書
の
中

か
ら
、
戦
前
の
活
気
に
あ
ふ
れ
た
吉
舎
町

の
街
並
み
や
行
事
風
景
な
ど
約
60
点
を

紹
介
し
ま
す
。 

～９月27日(日)まで～ 

本のメッセージカードコンクール 募集中 

応募締切 ９月３０日（水） 
大好きな本をカードに描いて、オススメしてみませんか？オリジナルの絵と文を自由に描いてください。 

ご家族やお友だちとの共同作品もＯＫです！大人の方もぜひ、ご応募くださいね。お待ちしております！ 

 三次市出身の双子のイラストレーターRlYØとsyowの作品

を紹介します。 

 アクリル絵の具や水彩絵の具からデジタルイラスト、立体

造形作品まで多彩な手法で表現するそれぞれの世界観を

お楽しみください。 

巴橋と田中写真館 

 似ているようで、ぜんぜん違う！足が８本なのは、イ

カ？タコ？体にカタイ骨のようなものがあるのはどっち？ 

 海に住んでいて、ど

ちらもクニャクニャ。

でも違う生きもの。 

 たくさんの写真とイ

ラストで、タコとイカを

しっかり比べてみよ

う！大人も「へぇ～」

とうなずける科学写

真絵本です。 

開
催
中
～
９
月
27
日(

日)  

《《 美術館 あーとあい・きさ 》》 

次
回
開
催
の
企
画
展 

桜
田
知
文
作
品
展 

—
心
の
ま
ま
に
— 

 

工
芸
作
家
の
桜
田
知
文
さ
ん
が
、
「
鋳

造
」
と
い
う
技
法
に
出
会
っ
て
40
年
目

と
い
う
節
目
の
今
年
。
作
家
人
生
の
そ
の

時
そ
の
場
の
思
い
を
「
心
の
ま
ま
に
」
表

現
し
た
作
品
約
30
点
を
紹
介
し
ま
す
。 



 

 地域集会所の改修等の整備にかかる補助について追加募集を行います。 

 令和３年１月末までに改修を終えることが可能な集会所のみが対象となります。 
 

    「地域集会施設整備等事業補助金」の助成内容 

まるごときんさい No138  8 
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町
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相
談
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行
政
相
談
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松
村
紘
二
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日 

時 

10
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

 

会 

場 

吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

【
法
律
相
談
】 

吉
舎
町
内 

 

相
談
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広
島
弁
護
士
会
所
属
弁
護
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日 

時 

10
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時 

 

会 

場 

吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

※
法
律
相
談
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。 

 

連
絡
先 

紙
屋
町
法
律
相
談
セ
ン
タ
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（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
） 

 

当
面
の
間
、
職
員
の
い
な
い
時
間
帯
（
平
日
午
後

５
時
30
分
以
降
お
よ
び
土
日
祝
日
）
は
、
利
用
で
き

ま
せ
ん
。 

 

利
用
時
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
施
設
に
掲
示
し

て
い
る
案
内
を
ご
確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◆
利
用
で
き
な
い
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９
月
24
日
（
木
） 
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三
次
市
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会
福
祉
協
議
会
吉
舎
支
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集会所の整備等にかかる助成の追加要望募集について 

区分 補助限度額 補助率 

増改築 １００万円  

新築・買収 ３００万円 １／２以内 

解体撤去 １００万円  

 各地区の住民自治組織内で、９月末までに要望をとりまとめ、三次市へ提出されます。 

 集会所の改修等をお考えの地区がありましたら、吉舎町自治振興連合会へお早めにご相談

ください。なお、要望いただいた案件すべてが採択にならない場合がありますのでご了承ください。 

動物駆逐用煙火の利用について 

 イノシシ・シカなどの動物による農作物の被害が多発しています。 

 これら有害鳥獣を農地に寄せ付けず追い払うために、有害鳥獣駆除

班が、「動物駆逐用煙火」を利用することがあります。 

 この煙火は「パン、パン、パン！」と大きな音がするため、

近隣住民のみなさんにはご迷惑をおかけしますが、農作物被害

を防ぐことを目的としていますので、ご理解・ご協力をお願い

します。 

 また、農地に不要な作物を放置したままにしておくと、動物のエサになって寄って来るのでや

めましょう。農地に防護柵を設置するなど、各自での対策をしておくことも大切です。 

 市の防護柵設置補助金も利用できますので、くわしくは吉舎支所までお問い合わせください。 


